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（５）ミニマム・エッセンシャルズを示したシラバスの活用

シラバスに示す学習のねらいが、単元レベルの目標にとどまり、しかも漠然とした記

、 。 、述になってしまうと 生徒には具体的な内容がわかりにくくなってしまいます そこで

生徒が最低限身に付けるべき基礎・基本（ミニマム・エッセンシャルズ）を明示するこ

とも考えられます。また、自己評価欄やチェックリストを設けると、生徒に学習の振り

返りを促すこともできます。

「ミニマム・エッセンシャルズ」とは

［意味］生徒が最低限身に付けるべき基礎・基本

［作成のねらい］

① 自校の生徒として最低限身に付けておくべき基礎学力を明示して、生徒の学力保証につ

なげる。

② 学習内容と目標の重点化により、生徒に学習の指針を示す。

③ 学習内容を重点化して示すことにより、主体的な学習を導き、基礎学力を身に付けさせ

る。

④ 自己評価欄やチェックリストを設けることで、生徒に学習の振り返りを促す。

⑤ 計画的な学習指導の指針となり、指導方法や評価方法の改善につなげる。

⑥ 学習内容を重点化し、学校としての指導事項を複数の指導者間で共通理解する。

ポ イ ン ト 1 0

シラバスに示した学習のねらいやミニマム・エッセンシャルズに対応した確認テ

ストを作成し、生徒自身の学習の振り返りを生かしながら、指導事項の確実な定着

を図ります。

次の例では、自校の生徒として「完全に理解すべき事項」を 「動詞 カ変・サ変」、

のように具体的に示しています。その上で、到達目標を達成できたかどうかを自己評価

させるねらいで作成した確認テストを、月に１度実施しています。確認テストによって

生徒自身に学習を振り返らせ、その後の学習に結び付けさせます。また 「努力を要す、

ると判断される」生徒に対しては、復習を促します。そして、再テストにより指導事項

の達成状況を確認し、基礎・基本の定着に努めています。
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ミニマム・エッセンシャルズを示したシラバス

ミニマム・エッセンシャルズに対応した確認テスト

実施 授業での素材（単元名）と主な学習内容 完全に理解すべき
予定 学 習 目 標 古 典 主な学習内容 事項

動詞４ 《古文》 宇治拾遺物語 ・歴史的仮名遣い

カ変・サ変・・音読に慣れる。 「検非違使忠明い ・10品詞

ナ変・ラ変・・10の品詞を知る。 さかひのこと」 ・動詞の活用

上一段・下一段・用言(動詞、形容詞、 ＊京童部があさまし

四段・上二段・形容動詞)の活用がわ がった理由を考え

下二段かる。 る。

・内容を大まかに読み

取ったり、表現に即
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ポ イ ン ト 1 1

シラバスに示した学習のねらいやミニマム・エッセンシャルズに基づいて、自己評

価や授業評価を行い、シラバス導入の効果や活用状況を検証します。

Ｐｌａｎ Ｄｏシラバスに、確認テスト、自己評価、授業評価を関連させ、 （シラバス）→

（授業の実践）→ （確認テスト、自己評価、授業評価）→ （改善）といＣｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

う流れを作り、教科指導の改善に生かそうという教師側の意図は、生徒にも伝わって学

習活動に反映されることが期待されます。

シラバスと評価の工夫による授業改善の全体像

次の例は、シラバスに示したミニマム・エッセンシャルズに関する到達状況を、数回

のテストで確認するとともに、生徒に学習の振り返りを促したものです。また、単元の

終わりに生徒に自己評価及び授業評価をさせ、シラバス導入の効果や活用状況を検証し

ています。

Ｃｈｅｃｋ

教 師 生 徒Ａｃｔｉｏｎ

指導上の課題の 具体的な評価項 具体的な評価項評価
明確化・目標及 目に基づく形成 目に基づく学習

び計画の見直し 的評価 の振り返り反省

具体的な指導目 到達目標を意識

標に基づく展開 した主体的な学習改善

教科経営の方針

Ｄｏ
具体的な改善

授業の実践
指 導 計 画

シラバス指導目標 到達目標 作成
指導内容 指導方法

評価規準 評価項目 (ミニマム・エッ公表
評価方法 センシャルズ)

Ｐｌａｎ
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せっかく作成したシラバスも、配付しただけでは充分には活用されません。この例の

ように、教師自身が指導の改善のためにシラバスを活用したり、生徒にシラバスを活用

させる場面を意図的、計画的に設けたりすることも大切です。

ミニマム・エッセンシャルズを示したシラバス

確認テストの実施

自己評価

授業評価

学 月 学習内容 学習のねらい 学習活動 試

期 (教材名) (特に注意すべき点) 験

２ ９ ○源氏物語 ・推量の助動詞「む・べし・らむ・めり ・本文と現代語訳との「比較 中

「若紫」 ・(むず・けむ・まし・らし)」を理解 読み」をします。 間

します。 テ

・助動詞の解釈に注意して、古文独特の ス

表現を味わいます。 ト

―若紫―［自己評価］ 「源氏物語」
自分のことについて答えてください。

１ シラバスの「学習のねらい」に応じ、必要な準備をして授業に臨みましたか。
（Ａ：51％ Ｂ：45％ Ｃ：4％）

２ 授業に真剣に取り組み、プリントやノートをしっかりまとめることができましたか。
（Ａ：81％ Ｂ：19％ Ｃ：0％）

３ 授業中指示されたこと以外にメモを取ったり質問をしたりするなど、自ら進んで学習すること
ができましたか。
（Ａ：39％ Ｂ：53％ Ｃ：8％）

―若紫―［授業評価］ 「源氏物語」
先生の授業について答えてください。

１ シラバスの「学習のねらい」が、授業の中で明確に示されていましたか。
（Ａ：81％ Ｂ：19％ Ｃ：0％）

２ 本文全文と口語訳を掲載したプリントは、古文と現代文の微妙な違いを理解する手助けとなり
ましたか。
（Ａ：67％ Ｂ：33％ Ｃ：0％）

３ 推量の助動詞についてわかりやすく説明がなされていましたか。
（Ａ：76％ Ｂ：22％ Ｃ：2％）

４ 授業の進む早さは適切でしたか。
（Ａ：56％ Ｂ：42％ Ｃ：2％）

５ 先生の話し方は明瞭でわかりやすかったですか。
（Ａ：78％ Ｂ：22％ Ｃ：0％）

「源氏物語」―若紫― の授業の感想を自由に書いて下さい。

・現代語訳と古文を読み比べることで、助動詞の意味がとりやすかった。
・授業中に先生に質問するようになった。
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